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富
田
林
市
き
ら
め
き
農
業

塾
の
開
講
式
が
、
令
和
３
年

８
月
７
日
（
土
）、
富
田
林
市

き
ら
め
き
創
造
館
Ｔ
ｏ
ｐ 

ｉ
ｃ
交
流
ス
ペ
ー
ス
で
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。
開
講
式
で

は
、
受
講
生
１５
名
（
欠
席
１

名
）
の
自
己
紹
介
や
受
入
れ

農
家
の
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

受
講
生
は
４０
歳
代
が
中

心
で
、
約
３
分
の
１
の
方
が

就
農
を
希
望
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
「
基
礎
過
程
コ
ー
ス

（
初
心
者
向
け
コ
ー
ス
）」
に

お
い
て
、
栽
培
の
基
礎
を
身

に
付
け
て
い
き
ま
す
。 

き
ら
め
き
農
業
塾 

開 

講 

 

農
林
業
セ
ン
サ
ス
は
、
日

本
の
農
林
業
の
生
産
構
造
・

就
業
構
造
及
び
農
山
村
等
の

農
林
業
を
と
り
ま
く
実
態
と

そ
の
変
化
を
明
ら
か
に
す
る

と
と
も
に
、
日
本
の
農
林
行

政
の
推
進
に
必
要
な
資
料
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

５
年
毎
に
行
う
調
査
で
す
。 

 

調
査
の
結
果
は
、
法
令
上

の
利
用
の
ほ
か
、
農
林
業
施

策
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

農
業
者
の
皆
様
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
お
か
げ
で
、
貴

重
な
デ
ー
タ
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

き
ら
め
き
農
業
塾 

に
つ
い
て 

 

58.80%

35.60%

37%
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64.40%

63%
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全国

大阪府

富田林市

総農家数構成比（２０２０年）

販売農家 自給的農家

２
０
２
０
年
農
林
業 

セ
ン
サ
ス
の
結
果 

 

富
田
林
市
の
総
農
家
数
は
、

１
，
０
９
４
戸
、
う
ち
販
売
農 

家

４

０

５

戸

（

構

成

比

３７
％
）
、
自
給
的
農
家
６
８

９
戸
（
構
成
比
６３
％
）
で
、

５
年
前
に
比
べ
、
総
農
家
数

は
１
０
８
戸
（
８
．
９
％
）

う
ち
販
売
農
家
２８
戸
（
６
．

４
％
）
、
自
給
的
農
家
８０
戸

（
１
０
．
４
％
）
減
少
し
ま

し
た
。
経
営
耕
地
面
積
は
、

２
４
６
ｈａ
と
な
り
、
５
年
前

に
比
べ
２３

ｈａ
（
８
．
５
％
）

減
少
し
ま
し
た
。 

 

●
農
家
（
大
阪
府
） 

 

地
域
別
で
は
、
総
農
家
数

は
南
河
内
地
域
が
４
，
４

１
３
戸
と
最
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。
販
売
農
家
数

は
泉
南
地
域
が
１
，
５
３

５
戸
と
最
も
多
く
、
次
い

で
南
河
内
地
域
が
１
，
４

８

０

戸

と

な

っ

て

い

ま

す
。
自
給
的
農
家
数
は
南

河
内
地
域
が
２
，
９
３
３

戸
と
最
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。 

 

市
内
の
若
手
中
核
農
家
等

で
組
織
す
る
「
富
田
林
市
の

農
業
を
創
造
す
る
会
」
の
メ

ン
バ
ー
が
、
次
代
の
農
業
の 

農

林

業

セ

ン

サ

ス 

 
 

 
 

 
 

に 

つ 

い 

て 

担
い
手
を
自
ら
育
て
よ
う
と

い
う
使
命
感
を
も
っ
て
、
そ

の
研
修
指
導
や
就
農
サ
ポ
ー

ト
の
経
験
を
活
か
し
、
新
規

就
農
を
志
す
方
へ
体
系
的
に

就
農
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る

「
農
業
塾
」
体
制
を
構
築
し

開
講
し
ま
し
た
。 

 

基
礎
過
程
コ
ー
ス
で
は
、

毎
週
土
曜
日
に
行
う
基
礎
研

修
に
加
え
、
金
剛
マ
ル
シ
ェ

で
の
販
売
体
験
等
を
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
個
人
区
画
に

お
い
て
自
身
で
農
地
を
管
理

す
る
経
験
も
積
ん
で
い
き
ま
す
。 

 

講
義
の
様
子
は
写
真
や
動

画
で
撮
影
し
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
及
び

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
公

開
さ
れ
ま
す
。 

 

受
講
生
の
皆
様
に
は
、
大

い
に
学
び
、
農
を
通
じ
た
活

躍
を
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
本
市
農

業
委
員
会
と
し
て
こ
の
よ
う

な
担
い
手
育
成
の
た
め
の
取

組
み
を
大
阪
府
や
JA

大
阪

南
、
富
田
林
市
と
連
携
し
て

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

●
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

農
と
み
ど
り
推
進
課 
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本
市
で
は
、
令
和
元
年
９

月
に
特
定
生
産
緑
地
の
指
定

申
請
に
必
要
な
書
類
を
市
内

生
産
緑
地
（
平
成
４
年
度
～

６
年
度
指
定
分
）
の
所
有
者

に
送
付
し
、
同
年
１０
月
よ
り

指
定
希
望
申
請
等
の
受
け
付

け
を
し
て
い
ま
す
。 

つ
き
ま
し
て
は
、
指
定
を

希
望
す
る
か
し
な
い
か
を
判

断
し
て
い
た
だ
き
、
ど
ち
ら

の
場
合
で
も
受
付
期
間
内
に

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。 

●
受
付
期
間 

・
平
成
４
年
指
定
分
は
、 

令
和
４
年
３
月
３１
日
ま
で 

 

●
実
質
化
の
要
件 

①
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施 

 

地
域
の
現
状
を
共
有
す
る

た
め
、
対
象
地
区
内
の
農
業

者
に
対
し
て
、
年
齢
や
後
継

者
の
有
無
、
５
年
か
ら
１０
年

後
の
農
地
利
用
意
向
な
ど
に

関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行

い
ま
す
。 

②
地
図
で
の
現
況
把
握 

 
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
を
通

し
て
把
握
し
た
情
報
を
地
図

上
に
落
と
し
込
み
、
話
し
合

い
の
場
で
活
用
し
ま
す
。 

③
今
後
地
域
の
中
心
と
な
る

経
営
体
（
中
心
経
営
体
）
へ

の
農
地
の
集
約
化
に
関
す
る

将
来
方
針
の
作
成 

 

地
域
農
業
者
が
中
心
と
な

っ
て
、
市
や
農
業
委
員
会
、

JA
な
ど
と
も
連
携
し
て
、
地

域
の
課
題
を
共
有
し
た
上
、

５
年
か
ら
１０
年
後
に
農
地

利
用
を
担
う
中
心
経
営
体
に

関
す
る
方
針
を
集
落
・
地
域

ご
と
に
定
め
ま
す
。 

 

●
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

農
と
み
ど
り
推
進
課 

●
人
・
農
地
プ
ラ
ン
と
は 

高
齢
化
や
農
業
の
担
い
手

不
足
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加

が
懸
念
さ
れ
る
中
、
持
続
可

能
な
農
業
を
実
現
す
る
た

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
集
落
・
地

域
に
お
い
て
十
分
な
話
し
合

い
を
行
い
、
集
落
・
地
域
が

抱
え
る
担
い
手
や
農
地
の
問

題
を
一
体
的
に
解
決
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
人
・

農
地
プ
ラ
ン
」
は
、
こ
の
よ

う
な
人
と
農
地
の
問
題
を
解

決
す
る
た
め
の
「
未
来
の
設

計
図
」
と
な
る
も
の
で
す
。 

●
地
域
の
話
し
合
い
等
へ
の

ご
協
力
を 

富
田
林
市
は
、
地
域
農
業

の
未
来
像
を
描
く
「
実
質
化

さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
」

の
策
定
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
そ
の
前
提
と
な
る
地
域

の
話
し
合
い
や
情
報
共
有
に

つ
い
て
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

そ
の
間
、
農
地
等
と
し
て
管

理
す
る
義
務
を
負
う
と
と
も

に
、
３０
年
経
過
前
と
同
様
な
税

制
面
の
優
遇
措
置
を
引
き
続
き

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
１０
年
毎
に
所
有
者

等
の
意
向
を
基
に
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

特

定

生

産

緑

地 

に 

つ 

い 

て 

・
平
成
５
年
指
定
分
は
、 

令
和
５
年
３
月
３１
日
ま
で 

 

・
平
成
６
年
指
定
分
は
、 

令
和
６
年
３
月
３１
日
ま
で 

 

●
留
意
事
項 

 

受
付
期
間
を
過
ぎ
て
し

ま
う
と
、
今
後
、
特
定
生
産

緑
地
の
指
定
が
不
可
能
と
な

り
ま
す
。 

 

●
お
問
い
合
わ
せ
先 

都
市
計
画
課 

政
策
係 

（
内
線
４
５
３
、
４
５
１
） 

特
定
生
産
緑
地
の 

指
定
に
係
る
手
続
き 

は
お
済
み
で
す
か 

人
・
農
地
プ
ラ
ン 

 
 

に

つ

い

て 

特

定

生

産

緑

地 

制

度

に

つ

い

て 

 

都
市
農
業
振
興
基
本
法
に

基
づ
く
都
市
農
業
振
興
基
本

計
画
（
平
成
２８
年
５
月
閣
議

決
定
）
に
お
い
て
、
都
市
農

地
の
位
置
付
け
が
「
宅
地
化

す
べ
き
も
の
」
か
ら
、
都
市

に
「
あ
る
べ
き
も
の
」
へ
と

転
換
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
２９

年
５
月
に
は
生

産
緑
地
法
の
一
部
が
改
正
さ

れ
、
都
市
農
地
の
保
全
を
推

進
し
て
い
く
た
め
、
新
た
に

「
特
定
生
産
緑
地
制
度
」
が

創
設
さ
れ
ま
し
た
。 

全国農業新聞 

見やすく！分かりやすく！充実した 

農 業 ・ 農 村 の 情 報 を 届 け ま す 

🔷発行日／毎週金曜日 

🔷購読料／月額７００円（税・送料込） 

🔷申込先／農業委員会事務局 

「
特
定
生
産
緑
地
」
と
は
、

指
定
か
ら

３０
年
が
経
過
す

る
生
産
緑
地
に
つ
い
て
、
所

有
者
等
の
意
向
を
基
に
買
取

り
申
出
が
可
能
と
な
る
期
間

を
当
初
３０
年
経
過
後
１０
年

延
長
す
る
制
度
で
す
。 
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①
賃
借
料
水
準
の
算
出

に
あ
た
っ
て
は
、
賃
貸
借

に
お
け
る
賃
貸
借
デ
ー

タ
の
み
を
収
集
の
対
象

と
し
て
お
り
、
使
用
貸
借

（
無
料
）
の
デ
ー
タ
は
含

ま
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 

ま
た
、
標
準
的
な
賃
借

料
を
算
出
す
る
た
め
、
全

デ
ー
タ
の
平
均
の
３
倍

を
超
え
る
も
の
は
特
殊

事
情
に
よ
る
も
の
と
し

て
除
い
て
い
ま
す
。 

②
金
額
は
算
出
結
果
を

四
捨
五
入
し
、
100
円
単
位

と
し
て
い
ま
す
。 

③
こ
の
賃
借
料
の
水
準

は
、
賃
借
料
の
動
向
を
お

知
ら
せ
す
る
も
の
で
す
。

実
際
の
契
約
は
、
土
地
の

広
さ
・
形
状
・
水
利
等
の

条
件
を
勘
案
し
、
当
事
者

間
で
賃
借
料
を
決
定
し

て
く
だ
さ
い
。 

④
賃
借
料
を
物
納
（
水

稲
）
し
て
い
る
場
合
は
、

玄
米
30
㎏
当
た
り
７
，
０

０
０
円
に
換
算
し
て
い

ま
す
。 

●
農
業
者
の
老
後
に
安
心
を 

 

将
来
の
安
定
的
な
社
会

保
障
の
た
め
に
、
特
に
若
い

農
業
者
（
２０
歳
～
３９
歳
）

や
女
性
の
基
幹
的
農
業
従

事
者
の
加
入
を
推
進
し
て

い
ま
す
。 

・
加
入
条
件 

①
国
民
年
金
第
１
号
被
保

険
者
（
国
民
年
金
保
険
料

納
付
免
除
者
を
除
く
。
） 

②
年
間
６０
日
以
上
農
業
に

従
事 

③
２０
歳
以
上
６０
歳
未
満 

 

●
農
業
者
年
金
の
６
つ
の
特

徴
と
メ
リ
ッ
ト 

１
、
農
業
に
従
事
す
る
方
な

ら
広
く
加
入
で
き
る 

２
、
積
立
方
式
・
確
定
拠
出

型
で
少
子
高
齢
時
代

に
強
い 

３
、
保
険
料
の
額
（
月
額
２

万
円
～
６
万
７
千
円
）

は
自
由
に
決
め
ら
れ
る 

４
、
終
身
年
金
。
８０
歳
前
に

亡
く
な
ら
れ
た
場
合
は
、

死
亡
一
時
金
が
あ
る 

５
、
社
会
保
険
料
控
除
な
ど

税
制
面
で
の
優
遇
が
あ

り
、
節
税
に
な
る 

６
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す

農
業
者
に
は
保
険
料
の

国
庫
補
助
が
あ
る 

 

●
令
和
４
年
か
ら
農
業
者
年

金
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す 

・
３５
歳
未
満
で
一
定
の
要
件

を
満
た
す
方
は
、
保
険
料
の
納

付
下
限
額
が
２
万
円
か
ら
１

万
円
に
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す 

（
令
和
４
年
１
月
１
日
以
降
） 

 

・
農
業
者
年
金
の
受
給
開
始
時

期
の
選
択
肢
が
広
が
り
ま
す 

（
令
和
４
年
４
月
１
日
以
降
） 

※
昭
和
３２
年
４
月
２
日
以

降
に
生
ま
れ
た
方
が
対
象 

 

・
農
業
者
年
金
の
加
入
可
能
年
齢

の
上
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す 

（
令
和
４
年
５
月
１
日
以
降
） 

 

●
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

JA
、
農
業
委
員
会
事
務
局 

富 田 林 市 農 地 賃 借 料 情 報 
令和２年４月から令和３年３月までに締結（公告）された賃貸借における 

賃借料水準（10ａ当たり）は、以下のとおりとなっています。 

【田の部】 

平均額 最高額 最低額 データ数 備考(使用貸借) 

23,700円 69,100 円 8,000円 ５７筆 ４３筆 

 

【畑の部】 

平均額 最高額 最低額 データ数 備考(使用貸借) 

20,200円 48,200 円 9,700円 １５筆 ２０筆 
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